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■雨量基準の見直し

 雨量基準（4mm/hr）は，その後の降雨と土石流発生実績に応じて見直し（雨量基準の引上げ）を
実施（10mm/hr→15mm/hr→20mm/hr→30mm/hr→土砂災害警戒情報が発表されたとき）

降灰の影響下における土石流発生・非発生降雨量の整理 ＜新燃岳＞
噴火（降灰）と土石流発生の時系列変化



降灰後の土石流発生に寄与する要因とその調査方法
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「降灰の影響での表面流発生による土石流化」の発生メカニズム

表面流発生、ガリ
侵食が発達して、
流量が増加

新規火山灰により
土砂量が増加し、渓
岸、渓床の洗掘によ
り土砂濃度が増加

斜面渓床

噴 火・降 灰

浸透能の低下

少量の降雨で
表面流発生

リルの集中、
ガリ侵食の発達

渓流に流水が集中

土石流に発達

下流域で氾濫・堆積
（被害の発生）

火山灰特性

流下能力、
土石流規模

地形要因
（流域面積、
勾配等）

火山灰が流域全体を被覆す
ると、斜面では浸透能低下によ
り表面流が発生して流量が増
加する。また渓床では火山灰
が堆積することにより土砂量が
増加し、流量増加による洗掘に
より土砂濃度が増加する。
流量、土砂量、土砂濃度が増

えることにより、土石流化しや
すく、規模も大きくなる。

氾 濫

降灰範囲

土石流化

斜面渓床

表面流発生、ガリ
侵食が発達して、
流量が増加

表面流発生、ガリ
侵食が発達して、
流量が増加

新規火山灰により土砂量が増加し、渓
岸、渓床の洗掘により土砂濃度が増加

渓床

流量増

洗掘



浸透能低下に影響を及ぼす火山灰特性（土石流発生の要因）の関係性
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空隙

浸透能

層厚粒径

固化

【密度】
どれだけ圧密、
充填しているか

水の通りやすさ

表面流

空隙が少ないと
水が通らない

土石流化

粒子が集合

・粒径のバラツキ
・粒子形の違い

マグマ

火山灰

火山ガス
化学組成が
粘性に影響

軽石

石膏等の成分が
粒子表面に付着気体

粘性や水の影響
で噴火様式（破
砕度）が異なる

粘性が高く、火山
ガスが多い場合

粒子間を石膏等
の結晶が充填

表面侵食で
はなく、堆
積層の崩壊

孔隙

水を保持

表面侵食発
達、雨水集
中

固化の程度は、噴火毎に変
わり、噴出物の物性に関す
る共通要因ではない。

降灰後の土石流発生に寄与する要因とその調査方法

土石流発生の要因と考えられる層
厚、粒径、空隙・孔隙、固化状況は、
それぞれが複雑に関与している。
粒径、孔隙、固化については、マグ

マ組成が大きく関係しており、これら
の要因が相互に関係して空隙や層厚
が変化する。

降雨
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